
科目シラバス 年度

■科目基本情報

■科目詳細情報

第 17 週
総合演習

複数のセンサを利用した応用プログラムの作成。

第 15 週
LCDディスプレイ

LCDディスプレイにデータを表示するプログラムの解説と実行

第 16 週
LCDディスプレイの演習問題

LCDディスプレイを使用して演習問題のコーディングとチェック。

第 13 週
圧電スピーカのPWMによるコントロール

圧電スピーカを使用してPWMプログラムの解説と実行

第 14 週
圧電スピーカを使用した演習問題

圧電スピーカを使用して演習問題のコーディングとチェック。

第 11 週
ESP32をWebサーバにする

HTTPの解説とプログラム解説、実行

第 12 週
Webサーバ演習問題

センサを使用した演習問題のコーディング。

第 9 週
IoTクラウドの利用

IoTクラウドに温度湿度のデータを送りグラフを描画するプログラムの解説と実行。

第 10 週
APIを使用した通知

Discord APIを使用した通知についてプログラムの解説と実行。

第 7 週
温度湿度センサによる温度、湿度の測定

温度、湿度を測定するプログラムの解説と実行

第 8 週
WiFi接続

開発ボードをWiFiに接続するプログラムの解説と実行。

第 5 週
スイッチの状態取得

スイッチのON/OFFを取得して表示するプログラムの解説と実行。

第 6 週
スイッチを用いた演習問題

スイッチ、LEDを使用した演習問題のコーディングとチェック。

オンボードのLEDをPythonを用いて点滅するプログラムの解説と実行。

第 3 週
カラーLEDの点滅

RGB LEDを用いて光の三原色を理解するプログラムの解説と実行。

第 4 週
カラーLEDを用いた演習問題

カラーLEDを用いた演習問題のコーディングとチェック。

参考文献・資料 特になし

履修上の留意点 特になし

授業計画

第 1 週
オリエンテーション

開発環境のセットアップ、Pythonの実行

第 2 週
オンボードLEDの点滅

100%

概ね2回程度の授業内小テストと15項目程度の演習問題を課し、それらの合計により評価する。

授業外における学修 特になし

教科書・教材 なし

0% 課題評価 80% 平常評価 0% 合計

授業方法
講義および演習を行う。演習は、学生個人で目的に応じたプログラミング課題を担当教員に提出し、コードレビューを受け
る。

実務家教員による
実践的教育の内容

システムエンジニアの実務経験のある教員が演習・課題確認・成績評価までトータルで担当、実務経験を織り交ぜなが
ら、最新技術動向なども授業内で展開を行い学生興味を誘発する。

成績評価方法

筆記試験
定期試験 0%

筆記試験
小テスト 20% 実技試験

連携企業等

授業概要
1チップマイコンESP32を使って様々なセンサー、アクチュエーターを連動させるIoTプログラミング技術を学ぶ。Pythonを中
心にセンシング、駆動までの開発の基礎を養う。

到達目標
・IoTの基本概念とその応用例を理解し説明できる。

・IoTシステムを構成する主要な技術要素について理解する。

・実際にIoTデバイスをプログラミングし、データを収集・処理する能力を身につける。

教員の実務経験 有：実務経験のある教員による授業科目 実務経験職種 システムエンジニア

企業等連携授業 該当しない
職業実践専門課程
の企業等連携科目

前期

必修/選択区分 必修 授業形態 演習

担当教員 川本　俊行

2025

科目名 ＩｏＴ開発 科目コード A010

授業時間/週 4 時間/週 年次 1年 学期


